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 米軍来るな！釧根連絡会の現地監視本部は、実弾射撃訓練が始まる前日

の24日から連日泊まり込みで抗議と監視の活動を続けています。28日の午

前7時の気温、氷点下19℃。未明の気温はおそらく氷点下20℃を結構下回

っていたのではないかと思われます。命がけの監視活動となっています。 

 砲撃音のカウント結果が下の表です（28日正午時点）。今回の大きな特徴

は発射から着弾まで70秒程度かかっているということです。これまでは30

～40秒が多かったのですが、射程距離を2倍にすることはできないので、

ほかのどういう理由によるものなのか、いろいろ考えています。 
 
 

 

 

 

 

 
 

 
 監視活動、盆踊り 

・もちつき…矢臼別 

のいろいろな集まり 

で出てくる食べ物は 

いつもおいしいと言 

われてきましたが、 

最近、人手不足もあ 

り、食事づくりが以 

前のようにはいかな 

くなっていました。 

でも、今回は食事に 

も力を入れています。 

 右が献立表です。 
 

 
 
 矢臼別の住人を中心に、西春別駅前の西公民館前で連日スタンディング

が行われています。午後２時から30分間、凍てつく中での抗議行動です。 

 8：30～12：00 12：00～16：30 19：00～21：30 計 

1/25(水) 0 0  0 

1/26(木) 5 30  35 

1/27(金) 12 25  37 

1/28(土) 31   31 

合 計 48 55  103 

 


